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1． はじめに 

まず、私がＦＳＡＥの大会スタッフを

しようと考えた理由はいくつかありま

す。 

その理由は、まず１点目に私自身

がＦＳＡＥの知識が少ないという現実

より、他校のマシンを観察することによ

って、他校のマシンを作るにあたって

の問題点や工夫などの多くの点がス

タッフをすることによってより間近で見

る事ができ、そこで学んだ知識を翌年

の自校マシンに繁栄させより良いマシ

ンを作成することができるようになると

思った事。 

２点目は、いままで他校間との交流

があまりなかったと言うことから、他校

から参加しているスタッフの方々と交

流を持つことによって今まで以上に他

校とのつながりを深める事ができ、ま

た日本のＦＳＡＥのレベルもより一層

高めることが可能になると思った事。 

三点目は、大会の運営をお手伝い

することによって、今後の大会での運

行がどのような進み方をするのか、ま

た大会の際、審査員はどのような点を

重要視して来るのかなどの多くの情

報を知ることができると思ったこと。 

４点目は、委員の方々はＨｏｎｄａ・

Ｋａｗａｓａｋｉ・ＴＯＹＯＴＡなどの日本を

引っ張っている企業の方々だと言うこ

とより、その委員の方の下でお手伝い

をすることにより、マシン作りに役に立

つかはわからないが、現在研究され

ている最先端技術を知ることができる

と思ったこと。 

このような点より、私は今回大会の

スタッフをすることをきめました。 

 

2． 大会スタッフの活躍 

大会スタッフを行った学生の方々

は大変良い仕事をしたと私は思いま

す。その理由は、まず第一に企業の

委員の方々だけでは今回の大会を成

功させる事は難しかったと思います。

そこに学生スタッフの力が加わったこ

とによって運行も比較的スムーズに進

みました。なぜこのようにスムーズに

運行できたのか、それはまず学生スタ

ッフがとても真剣に、かつ、効率的に

仕事をこなしていたからであると思い

ます。私たち学生スタッフは、静的審

査である「車検」「燃料」「チルト試験」

「騒音試験」「ブレーキテスト」次に、動

的審査の「スキッドパッド」「アクセラレ

ーション」「オートクロス」などの審査に

配属されて手伝いを行ったのですが、

特に大変だったのが静的審査の「車

検」（図１）と動的審査の手伝いを行っ

たスタッフだと思います。 

まず、車検とは各大学が作ったマ

シンが、レギュレーションと呼ばれるマ

シンを作るための基準を満たしている

のかを審査するものであり、どの大学

も絶対にこの審査は受けなくてはなら

無い為に、すべての大学の審査が終

わるまでずっと動いている状態でし

た。 

これは、委員の方とスタッフの方の

息がぴったりと合っていた為に実現で

きたことで、スタッフの方々はとてもい

い働きをしていたと思います。 

次に、動的審査のスキッドパッド

（図２）では、審査する内容は難しいも

図１．車検風景 



のではなく、旋回性能を審査するもの

であり８の字のコースを２周回るという

ものなのですが、この審査やオートク

ロスと呼ばれる総合的な性能をはかる

ため為の審査などでは、マシンが走

行しているため、走行中にいつマシン

に何が起こるかわからない為に、コー

ス上でいつも気を張って無くてはなら

ないと思いますし、スピンしてしまった

マシンの誘導など多くのアクシデント

に対応しなくてはならなかった為に、

とても大変だったと思います。 

私は、「ブレーキテスト」で仕事をさ

せてもらっていたのですが、「ブレー

キテスト」では、すべてのタイヤが、ロ

ックするのかを審査するのですが、こ

こでは色々なことがありました。まず、

キルスイッチと呼ばれる、ブレーキが

利かなくなったときにエンジンを停止

させるスイッチを踏み抜いてしまう学

校が続出した事。これは、レギュレー

ションを各校で翻訳するために、図２．

スキッドパッド翻訳の際に、解釈の難

しい所の文章の訳しかたによって、フ

ルブレーキングしたときにキルスイッ

チが切れるようにするのか、ブレーキ

オイルが漏れた際にスイッチが切れる

ようにするのかの差が、原因でした。 

次に起こったのは、ＦＳＡＥのマシ

ンはバイクのエンジンを使用している

学校が多いのですが、今回の大会で

は、ミッションエンジンと呼ばれるタイ

プのエンジンと、ＣＶＴと呼ばれるエン

ジンの２種類のエンジンがでていまし

た。 

ＣＶＴというのは、Ｈｏｎｄａのフォルツァ

とよばれるビッグスクーターのエンジ

ンなのですが、ミッションエンジンとの

違いは、まずギアを入れ替える際にミ

ッションエンジン（図３）と違って自分

でミッションを切りかえるのではなく、

自動でギアをかえるという違いがあり

ます。 

この違いによってＣＶＴエンジンの車

はカーブの際にミッションエンジンの

マシンよりも、とても運転しやすく、そ

のカーブにあった回転数を出しやす

いというメリットがあります。 

しかし、ＣＶＴエンジンにも欠点があり、

ブレーキの際にエンジンにかかるブレ

ーキが少ないために、ブレーキングの

際に後輪にトルク（軸を回そうとする

力）が残ってしまいうまくブレーキが利

かないという問題がありました。 

また、回転数の上がりを電子制御で

行うために、加速性能がミッションエン

ジンに比べると劣ってしまうというデメ

リットがありました。 

このデメリットによって、ブレーキテ

ストでは一回でクリアするのが難しく、

ＣＶＴエンジンを使った大学の方はと

ても苦労しているようでした。 

このように、学生スタッフは多くの事に

取り組み、任された仕事をしっかりと

やる事によって、大会に大きく貢献し、

学生スタッフは確実に大会を行うのに

は必要であり、今後も大会スタッフに

このような場所を提供するべきである

とおもいます。 

 

3． 大会スタッフの必要性 

今までに書いてきたように、今回の

大会で学生スタッフが行った作業とい

うものは、大会の運営に直接かかわっ

てくるものであり、大会運営に際しとて

も重要であると思います。 

また、学生スタッフに対しても多くの知

識を得るための良い場所だと思いま

す。特に、私のような一年生の人や、

ＦＳＡＥに興味のある方は一度はやっ

てみて後悔はしないと思います。 

なので、大会のスタッフは大会運営の

補佐と学生の「ものつくり」への興味の

底上げと一石二鳥であるとおもい、今

後も募集をしていく必要があると思い

ます。 

図 2. スキッドパッド



4． 最後に 

前にもいいましたが、学生スタッフ

は自分の知識を底上げするとても良

い機会だと思いますし、多くの知識と

言う宝が詰まっています。 

なので、興味のある方・もっと知識を

つけたい方など、多くの人に体験して

もらいたいと思います。 

今年の大会で大会スタッフへの募集

者が増えていることを期待していま

す。 

 

図３．ミッションエンジン 


